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戸田小学校教育課程編成の全体構想 

                    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

編成の方針 

 

①「生きる力」の中身である「確かな学力、豊かな心、健やかな体」の調和のとれた質の高い教育を進める。 

②教育目標を達成するため、児童が自発的・主体的・創造的に学習に取り組む能力を育てる。 

 
編成の重点 
 

① 教育目標【知】進んで学び創造的によく考える子の育成を重点とする。 
② 基礎的・基本的な知識・技能の定着と思考力・判断力・表現力・活用力を重視して編成する。 
③ 学級経営、道徳教育、体育や特別活動などを充実し、【徳】思いやりのある子【体】心身ともにたくまし

い子を育成する 

 

指 導 の 重 点 

各教科 特別な教科 道徳 外国語活動 総合的な学習 特別活動 

○ 学習規律や学習習慣
の確立 

○ 知識・技能の定着とそ
の活用 

○ 体験的活動や問題解
決的活動による既習
事項の活用 

○ 思考力・表現力・判断
力・活用力の育成 

○ 言語活動・体験活動の
充実 

○ 観察・実験・見学・レ
ポートの作成による
既習事項の活用 

○ ＰＤＣＡサイクルに
よる授業評価の充実 

○ 自己の生き方の基盤
となる道徳的価値の
形成 

・してはならないことは 
  しない 

・生活習慣、善悪の判断 
・きまり、協力  
・人間関係、社会的自立 

○ 全教育活動における
道徳指導と一貫性の
ある補充・深化・統合 

○ 人権教育の充実を図
る 

○ 英語の会話や基本的
表現に慣れ親しむ 

○ コミュニケーション
を積極的にしようと
する 

○ 言語や文化について
の体験と実感 

○ 児童の興味・関心の喚
起 

○ 学習環境の整備と日
常化の工夫 

○ 横断的・総合的・探求
的学習の充実 

○ 全体評価・年間指導計
画の作成と活用 

○ 日常生活や社会との
かかわりの重視 

○ 目標（能力・態度）の
設定 

○ 各教科等との関連的
展開 

○ 子どもの学習状況に
応じた指導 

○ 他者との協同による
学習活動の重視 

○ よりよい生活や人間
関係づくり 

・仲良く助け合い、楽し
く 

・協力し合い、楽しく 
・信頼し合って、楽しく 

○ 自己の生き方、個性を
生かす能力 

○ 話し合い活動の充実 
○ 異学年、異年齢交流の

充実 

 

 

学習指導の方針と工夫 児童指導・キャリア教育の方針と工夫 

○ 各教科等を関連的に展開し、「考える、表す、わかる、

できる、使える」ようにする。 

○ 指導と評価の一体化をし、個に応じた指導を充実させ

る。 

○ 学習形態（ペア・グループ・全体）や指導体制（ＴＴ・

少人数・習熟度別）の工夫をする。 

○ 児童の良い点や進歩、努力の状況を肯定的に評価し学習

意欲を高める。 

○ 理解・習熟、活用のシステム化で、学習の向上を図る 

○ 学級経営を充実し、教師と児童、児童と児童の人間関係を育てる。 

○ 児童理解を深め、児童の願いや自己実現を支援する。 

○ 「あいさつ、あつまり、あとしまつ、あんぜん」などの基本的生活習慣を重点的に指導

する。 

○ 生活指導、教育相談、事例研修を充実させ、いじめや不登校、問題行動などの予防や早

期発見即対応を徹底する。 

○ 勤労を重んじ、積極的に努力する態度を形成する。 

○ 夢や希望をもたせ、目標に向かって学習や生活を前向きに送らせる。 

 

授業時間等の取り扱い 指導計画作成の方針と工夫 諸条件の整備 
○ 週５日の中で、授業時数を確保する。 
○ 学校裁量の時間（１～２年）１０時間 

外国語活動（３～４年）15 時間 
外国語活動（5～6 年）５０時間 

英語指導を行う。 
○ 特別の教科 道徳ならびに各教科、日常

の活動の中で道徳教育の充実を図る 
○ 日課表を工夫し、朝読書の充実を図る。 
○ １単位時間を４５分とし取り組む。（学級

閉鎖や災害等による時間数の確保の場合、一

部モジュール制を取り入れる。） 

○ 各教科、外国語活動、特別な教科 道徳、
総合的な学習の時間、特別活動等の全体
計画を作成し、学習が横断的・総合的・
関連的に展開できるよう年間指導計画を
作成する。 

○ 人権教育、保健的活動、性教育、食育、
キャリア教育、福祉教育、プログラミン
グ教育、消費者教育等喫緊の教育課題を
年間の活動に位置づける。 

○ 本物体験活動を指導計画に位置付ける。 
○ 「進んで学び、かんがえる子」の育成の

ため、各教科等の指導の重点を明確にし、
指導計画に位置づける。 

○ 学校図書館の読書機能と学習情報機能の
充実 

○ ＩＣＴの整備と活用 
○ 算数・理科の内容の増加に伴う教材教具

の整備・活用 
○ 外部授業協力者、ボランティアの参画・

参加授業の実施 コミュニティスクール 
○ 家庭・地域・プロ（その道の達人）との

協力・連携の強化コミュニティスクール 
○ 環境教育の推進のための条件整備 

        エコスクール 
○ 学校運営の効率化の推進 

【児童・教職員の生活環境整備】 

 

関係法規 

憲法・教育基本法等関係諸法令 

小学校学習指導要領・同解説、文部科学省通知 

神奈川県、厚木市教育基本方針に準拠 

現代の教育課題 

     学校教育目標 

ゆめをはぐくみ友だちひろがる戸田っ子の育成 

【知】よく考える子 

【徳】思いやりのある子 

【体】たくましい子 

 

めざす学校像             めざす教師像 

美しい学校      よく接する 

活気ある学校     よく観る  

信頼される学校    よく聴く  

           よく考える    

小学校学習指導要領の趣旨を踏まえた基本方針 

＜重点事項＞ 

① 学級経営（人間関係・前向きな思考）の充実 
② 基礎的・基本的な知識・技能の定着 
③ 問題解決能力（思考力・判断力・表現力）の育成 
④ 学習意欲の向上・学習規律・学習習慣の確立 
⑤ 豊かな心、健やかな体の育成 

＜授業改善の重点＞ 

① 体験的な学習や問題解決的な学習で、自発的・主体的学習を促す。 
② 学習の見通しを立てたり、学習したことを振り返ったりする活動を取り入れる。 
③ 学習形態や指導体制を工夫し、授業の中のＰＤＣＡサイクルを充実する。 
④ ＩＣＴの活用、図書館（読書、学習情報）の充実と活用を進める。 
⑤ 良い点や進歩を認める肯定的評価を重視する。 

コミュニティスクール

   

  教科・道徳・特別活動等 

地域とともにある学校・地域の担い手の育成 


